
西高ドリームプロジェクト 
 

「私の夢」 
 

タイト

ル 
世界観を広げたい 

目的 

・ 

内容 

昨年、田辺先生の「世界に目を向ける」という一貫したテーマのもとで地理の授業を受け、世界への関心を持ち、 

今この時代に生きる私達は、「より一層グローバル化が進んでいるであろう自分の将来のために何ができるのだろうか?」と考えるようになりました。 

 

現在日本は著しく欧米化しています。 

戦後の日本に影響を与えたのは、アメリカやイギリスの文化であり、これらは今や世界中に浸透し、「当たり前」のものとなっています。 

しかし、２年生になり世界史を学び、これらの欧米文化の礎となったのは、 

ギリシア時代から都市国家が成立し、世界の中心であった“ローマ帝国-イタリア-の文化”であることがわかりました。 

世界史の授業で「最後の晩餐」「ヴィーナスの誕生」「春」といったルネサンスを代表する名画や聖堂の映像を見てとても感動し、間近で見てみたいと思いました。 

 

また、首都ローマはカトリック・キリスト教の総本山であり、今もなお「法王」という「宗教の最高指導者」「宗教における絶対的地位」があります。 

最近の報道で、私達は宗教が人の心を支配することの恐ろしさを再確認しているはずです。 

しかし、現代の日本人は、宗教への帰属意識が薄く、「なぜ宗教がそれほど大切なのか」「なぜ宗教にこころ惹かれるのだろうか」ということがわからず、 

世界の宗教に目を向けることも、宗教が持つ力を感じることも無いのではないだろうかと思います。 

 

そこで、この企画を通して、キリスト教が基盤となっているイタリアの文化に触れて見聞を広め、海外の視点から私達の宗教観を見つめ直し、 

将来のために今だからこそ、未来に伝えていけるような「広く新たな世界観」を養いたいと考えました。 

世界に赴き、一つでも多くの経験をすることで、これからの進路や、海外での仕事や生活を考える一つのきっかけとなればと思います。 

 

内容としては、 

言語面・安全面から添乗員が必要と思われるので、旅行会社のツアーに参加し、 

① 世界史で学んだ世界遺産などのイタリア文化を見学する 

② 自由時間を利用して、地元の方に日本について伝えるとともに、「日本をどう思うか」など、文化・宗教に関する様々な質問をする 

③ ①・②を元にレポート・写真アルバムを作成し、プレゼンする 

ということを考えています。 

 

行動

計画 

～2012年 7月 
・ 参加するツアーの決定・手配 

(予約がうまってしまう恐れがあるため、最終選考通過後至急) 

～2012年 8月～ 
・ 夏休み中、各自基本的な英語・イタリア語、イタリアの文化・宗教についての勉強(以降継続) 

・ パスポート申請(各自) 

～2012年 9月～ 
ツアーの日程を元に、見学先・宿泊先・交通手段・ルート・心に留めておくべき事等をまとめ、 

自分達で把握しておくためのマニュアル作成 

2012年 12月 最終準備 

2013年 1月 
・ 冬休み中にイタリア訪問 3名で 8日間 

・ 帰国後レポート・写真アルバム作成、提出 

2013年 2または 3月 プレゼンテーション 

 

＜予算見積もり＞ 

費 目 内    容 金  額 

旅費 

(渡航・滞在・

帰航・燃油) 

 

国内経費 

ツアーを利用する   ３名×309，000円(希望ツアーの予約が取れた場合) 

～Ｈ.Ⅰ.Ｓ. 「憧れのイタリア周遊 8日間（ミラノから周遊コース）」（添乗員同行） 参考 

 

 

新千歳空港・成田 往復 ３名×約４万円=約１２万円 

927，000 

 

 

 

120，000 円 

 合       計 1047，000 円 

 

学年 

組 
2 

年 

 

組 

ふりがな  

氏名  



《Ｈ.Ⅰ.Ｓ. 「憧れのイタリア周遊 8日間（ミラノから周遊コース）」（添乗員同行）  内容》 
 

成田発着７泊８日 

 

・ミラノ市内見学  

ミラノ大聖堂(ドゥオモ)、ヴィットリオ・エマヌエーレ 2世ガッレリア、スフォルツェスコ城、サンタマリア・デレ・グラツィエ教会「最後の晩餐」 

 

・ベネチア市内見学 

サンマルコ広場、サンマルコ寺院、溜め息橋、ドゥカーレ宮殿、ミケランジェロ広場 

 

・フィレンツェ市内見学 

ウフィツィ美術館、シニョーリア広場、サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂(ドゥオモ) 

 

・ローマ市内見学 

サンピエトロ寺院、トレヴィの泉、スペイン広場、コロッセオ、バチカン美術館「最後の審判」 


